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文化に触れて行く秋を惜しむ 
すばらしい作品・発表の数々 

盛り上った私たちの文化示 
今年の町民文化祭は、11月1日 

夜のヤングフェスティバルを皮切 

りに4日まで、例年より1日長く 

盛大に開催されました。 

絵画、書、盆栽、生花、写真な 

どの展示。囲碁大会や少年将棋大 

会、茶会、芸能発表会などの催し 

に、会場を訪れた人びとは、 “文 

化” に触れてとても充実した感じ 

で、行く秋を惜しみました。 

また、11月3日には、町民会館 

前広場で、商工まつりも行われま 

した。今年も30店の出店のほか、 

「 21世紀の私へのメッセージ」 と 

題した絵画展も行われました。 

これは、303点にのぼる町内の5 

・ 6 年生児童が書いた絵を、16年 

後の21世紀まで商工会で保管し、 

郵便局の協力を得て、2001年の元 

旦に本人ノ＼送り返すという催しで 

自分の16年後の姿や、21世紀の赤 

池町の様子など、どれもユニーク 

な作品でいっぱいでした。 

〔6 ・ 7面に写真特集〕 

ト町民文化祭、芸能発表大会で「藤娘」を踊る泉会の平元円ちゃん（市場）' 

12月は、固定資産税4期・国民健康保険税5期分の納税月です 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
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図―1 定住意向 

み続けたい」 
する社会環境などで高い不満度 

約8割が「住 
公園、広場、保健医療や青少年に対 
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1 永住したい 
2 当分住みつづけたい 
5 無回答等 

図―2 定住希望理由 
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③できれば移転したい 
④すぐに移転したい 

100% 
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1 ど 3 つ 

①自然環境に恵まれている 
③日常の買物が便利である 

⑤人間関係が良好である 
の住み慣れて愛着がある 

図-3 移転希望理由 
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意
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「
赤
池
町
に
今
後
も
住
み
続
け
た
い
 

か」 

と
い
う
定
住
意
向
を
問
う
質
問
に
 

対
し
、
 

「
永
住
し
た
い
」
 
と
い
う
意
見
 

が
過
半
数
（
五
八
・
〇
％
）
あ
り
「
当
 

分
住
み
続
け
た
い
」
 

つ
一
〇
・
三
％
)
 

と
い
う
回
答
を
合
わ
せ
る
と
約
八
割
（
 

七
八
・
三
％
）
の
人
が
住
み
続
け
た
い
 

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

年
齢
別
で
は
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
 

ど
住
み
続
け
た
い
と
い
う
人
が
増
し
、
 

六
十
歳
代
以
上
で
は
約
九
割
（
八
六
・
 

四
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
裏
返
せ
ば
年
齢
が
低
く
な
 

る
ほ
ど
移
転
希
望
が
増
す
こ
と
を
示
し
 

③
利
便
性
町
 

利
便
性
を
問
う
質
間
で
は
、
 

「
ど
ち
 

ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
（
二
一
・
六
％
)
 

と
す
る
人
が
最
も
多
数
で
す
が
、
概
括
 

的
に
は
不
満
系
（
三
八
・
八
％
）
が
満
 

性
 

属
 

の
 

者
 

答
 

回
 3) 3) 3) 

町
民
一
思
識
調
査
 

結
果
ま
と
ま
る
 対象／3,300人 

町内全世帯 

回収率ノ57% (1,870人） 

今
年
の
七
月
に
実
施
し
た
「
町
民
意
識
調
査
」
 
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
 

の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

今
回
の
調
査
は
、
赤
池
町
の
行
政
運
営
上
の
指
針
と
な
る
、
第
二
次
総
合
計
 

画
策
定
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
町
内
の
全
世
帯
、
 

（
約
三
千
三
百
世
帯
）
を
対
象
に
、
各
支
所
長
、
駐
在
員
さ
ん
に
よ
っ
て
配
布
 

お
よ
び
回
収
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

回
収
率
は
約
五
十
七
％
（
千
八
百
七
十
票
）
で
し
た
。
 

町
で
は
、
こ
の
調
査
を
基
に
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
、
み
な
さ
ん
の
 

卒
直
な
ご
意
見
を
町
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

て
お
り
、
 

一
〇
代
で
は
約
三
割
（
二
七
 

・
九
％
）
の
人
が
移
転
を
希
望
し
て
い
 

ま
す
。
 

②
住
み
続
け
た
い
理
由
m
 

住
み
続
け
た
い
と
す
る
理
由
を
問
う
 

質
問
に
対
す
る
回
答
で
は
、
 

「
持
家
が
 

あ
る
」
 
と
い
う
も
の
が
最
も
多
く
、
約
 

四
割
（
四
一
・
五
％
）
を
占
め
て
い
ま
 

す
。
次
い
で
 
「
住
み
慣
れ
て
愛
着
が
あ
 

る」 

つ
一
五
・
六
％
）
と
い
う
回
答
が
 

続
い
て
い
ま
す
。
 

③
移
転
し
た
い
理
由
 

田
 

移
転
を
希
望
す
る
理
由
と
し
て
は
、
 

「
人
間
関
係
、
土
地
の
風
習
に
な
じ
め
 

な
い
」
 

コ
ー
ー
・
五
％
）
が
最
も
多
く
 

・
四
％
）
と
い
う
理
由
が
次
に
多
い
回
 

「
通
勤
、
通
学
に
不
便
で
あ
る
」
 

（八 

答
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

曹
篇
威
鰯
曜
翻
礁
毒
壊
境
賞
 

①
安
全
性
山
 

安
全
性
に
対
す
る
評
価
は
、
 

「
ど
ち
 

ら
か
と
言
え
ば
満
足
」
つ
一
三
・
六
％
)
 

と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
概
括
す
る
 

と
満
足
系
が
約
二
割
（
一
九
・
九
％
)
 

不
満
系
が
約
四
割
（
三
七
・
三
％
）
、
残
 

り
約
四
割
（
四
一
一
・
七
％
）
が
「
ど
ち
 

ら
と
も
言
え
な
い
」
 

ま
た
は
無
回
答
 

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
 

的
に
は
 
「
歩
行
者
の
た
め
の
交
通
安
全
 

施
設
」
 

「
救
急
医
療
体
制
」
 
に
対
す
る
 

不
満
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
 

足
系
（
二
三
・
八
％
）
よ
り
も
多
く
な
 

度
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
 

っ
て
い
ま
す
。
 

具
体
的
に
は
「
保
育
所
」
 

「
小
・
中
 

学
校
」
 
に
つ
い
て
は
満
足
度
が
高
く
、
 

「
公
園
、
広
場
、
子
ど
も
の
遊
び
場
」
 

や
 
「
病
院
、
医
院
」
 
に
つ
い
て
は
不
満
 

、
フ
L

‘一・ー●■・●《ノ 

／
α
×
市
レ
》
廷
ム
L

図
 

快
適
性
に
対
し
て
は
 
「
ど
ち
ら
か
と
 

言
え
ば
満
足
」
 

（
二
四
・
五
％
）
と
す
 

る
回
答
が
最
多
数
で
す
が
、
利
便
性
同
 

N 項 目 
回答者数 
（人） 

構成比 
(%) 

地
区
別
 

野
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池
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市

赤

中
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別
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 不
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職
 

業
 

別
 

農 林 業 

自 営 業 

自 由 業 

会 社 員 等 

公 務 員 

臨 時・日雇い 

家事専念主婦 

学 生 

点 職 

不 明 

8
6
8
8
8
~
2
6
~
4
 

9
1
8
1
1
~
8
 
8
4
 

2 
4
1
1
 

1
2
 

6.3 
1 3.9 
5.7 

27.0 
7.6 
6.5 
5.3 
0.4 

11 .6 
1 5.7 

合 計 1 ,870 1W .0 

②通勤、通学に便利である 
④福祉施設、体育施設等が整っている 

⑥持家がある 
⑧その他 ⑨無回答等 
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2 禁縛鷲認鷲讐驚孫 L 地の風習になじめない 
湿禦勲麓騒輸昇鷲嘉警ジ誘い⑧無回答等 
図-4 安全性の評価 
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どちらか 
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※猿畑、高尾、伏原、町営伏原地区は赤池地区 

として調査しました。 

②
保
健
性
山
 

保
健
衛
生
に
対
す
る
評
価
で
は
、
「
ど
 

ち
ら
か
と
言
え
ば
満
足
」
 
と
い
う
回
答
 

が
最
も
多
く
約
三
割
（
二
九
・
九
％
)
 

を
占
め
て
い
ま
す
。
 

全
体
と
し
て
は
満
足
系
が
約
四
割
（
 

三
六
・
三
％
）
で
、
不
満
系
の
回
答
（
 

二
七
・
六
％
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

具
体
的
に
み
る
と
「
日
照
、
風
通
し
」
 

に
対
す
る
満
足
度
は
高
く
、
「
ハ
エ
、
カ
 

な
ど
の
衛
生
環
境
」
 
に
つ
い
て
は
不
満
 

度
が
高
い
と
い
う
結
果
で
す
。
 

様
、
概
括
的
に
み
る
と
不
満
系
（
二
八
 

・
八
％
）
が
満
足
系
（
二
七
・
三
％
)
 

を
や
や
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

細
項
目
で
は
、
 

「
緑
の
豊
か
さ
」
「
と
 

な
り
近
所
と
の
つ
き
合
い
」
 
に
お
い
て
 

満
足
度
が
高
く
、
 

「
道
路
の
歩
き
や
す
 

さ」 

や
「
青
少
年
に
対
す
る
社
会
環
境
 

や
風
紀
」
 
に
つ
い
て
は
高
い
不
満
度
を
 

示
し
て
い
ま
す
。
 

回答等 
どちらと 

不 満 も 

いえない 

どちらか 

といえば 

不 満 

\
どちらか 

といえば 

満 足 
足 満
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満 足 回答等 

\ どちらか 
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どちらと 
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いえない 


